
研
究

ノ

ー

ト
日
本
企
業
の
不
祥
事
と
行
動
規
範

"
一
流

企

業

"

と

"
一
流

社

員

"

の

落

と

し

穴

1
松

岡

紀

雄
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企

業

不

祥

事

は

「
死

に

至

る

病

」

最

近

の

日
本

企

業

の
不

祥

事

に
は

、

い
く

つ
か

注

目

す

べ

き

点

が

あ

る

。

第

1
に

は

、

=

流

企

業

」

と
呼

ば

れ

て

き

た

、

日
本

を

代

表

す

る

よ

う

な

企

業

に
お

い
て

不

祥

事

が

頻

発

し

て

い
る

こ

と

で

あ

る

。

90
年

代

に

入

っ
て

以

降

、

不

祥

事

に

よ

っ
て

主

な

幹

部

が
辞

任

に
追

い
込

ま

れ

た

例

に
限

っ
て
も

、

住

友

銀

行

、

日

興

証

券

、

野

村

讃

券

、

東

海

銀

行

、

日
本

興

業

銀

行

、

イ

ト

ー

ヨ

ー

カ

堂

、

住

友

生

命

、

大

和

銀

行

、

T

B

S

、
富

士

銀

行

、

三

井

信

託

銀

行

、
高

島

屋

、

三

菱

石

油

、

昭

和

シ

ェ
ル

石

油

、

鹿

島

石

油

、

住

友

商

事

、

ミ

ド

リ

十

字

、

味

の
素

、
第

一
勧

業

銀

行

、

山

一
証

券

、

大

和

証

券

、

三
菱

自

動

車

工
業

、

東

芝

、

三

菱

電

機

、

日
立

製

作

所

、

日
本

電

気

等

々

と
文

字

通

り

枚

挙

に

暇

が

な

い
。

第

2

に

は

、

損

失

額

が

数

千

億

円

に
も

達

す

る

よ

う

な

大

き

な

事

件

や

、

総

会

屋

や

暴

力

団

を

利

す

る

反

社

会

的

行

為

、

さ

ら

に
は

人

命

を

軽

視

し

た

と

し

か
言

い
よ

う

の
な

い
非

人

道

的

な

事

件

ま

で
相

次

い
で

い
る

こ

と

で
あ

る

。

日
本

人

か

ら

す

れ

ば

、

10

億

ド

ル

は

1
億

ド

ル

の

10
倍

と

い
う

以

上

の
意

味

は

な

い
。

し

か

し

英

語

を

話

す

人

々

の
感

覚

か

ら

す

れ

ば

、

1
億

が

「
ワ

ン

・
ハ
ン
ド

レ

ッ
ド

ニ

・・リ

オ

ン
」

で

あ

る

の

に
対

し

、

10

億

は

「
ー
ビ

リ

オ

ン
」

で
あ

る

。

文

字

通

り

"
桁

"

が

違

う

の

で

あ

る

。

ビ

リ

オ

ン

・
ダ

ラ

i

単

位

の
不

正

行

為

は

、

1

9

9

2

年

か
ら

96
年

の

5
年

間

に

世
界

で

7
件

を

数

え

る

と

い
う

が

、

071

そ

の

う
ち

の

4

件

ま

で

が

日
本

企

業

(住

友

商

事

、

昭

和

シ

ェ
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ル

石

油

、

鹿

島

石

油

、

大

和

銀

行

)

に

よ

る

も

の

で
あ

る

↓

。

「
い

っ
た

い
日
本

企

業

は
ど

う

な

っ
て

い
る

の
か

?
」

と
、

諸

外

国

の
人

々

が

不
信

を

募

ら

せ

る

の
も

無

理
は

な

い
。

第

3

に
は

、

不

正

・
反

社

会

的

行

為

が

長

年

に
わ

た

っ
て
見

過

ご

さ

れ

て
き

た

ケ

ー

ス

が
少

な

く

な

い
。

大

和

銀

行

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
支

店

を

舞

台

に
起

き

た

米

国

債

の

不

正

取

引

事

件

の
場

合

は

、

11
年

間

に
わ

た

っ
て
不

正

が

チ

ェ
ッ
ク
さ

れ

な

か

っ
た

。

住

友

商

事

の
場

合

も

、

ロ
ン
ド

ン
金

属

取

引

所

を
中

心

に

、

10

年

間

に

及

ぶ

銅

地
金

の
不

正
取

引

が

見

過

ご

さ

れ

て

き

た

の

で

あ

る

。

こ

れ

だ

け

の

規

模

の
不

正

取

引

が

10
年

以

上

も

見

過

ご

さ

れ

、

本

人

の
告

白

を

も

っ
て
初

め

て

そ

の
事

実

が

判

明

し

た

と

な

れ

ば

、

他

に
も

類

似

の
不

正

・
損

失

事

件

が

隠

さ

れ

て

い

る

可

能

性

が

高

い
と
考

え

る

の

が
自

然

で
あ

る

。

ま

さ

に

日
本

企

業

は

、

「死

に

至

る
病

」

を
患

っ
て

い
る

と

言

わ
ざ

る

を
得

な

い

。第

4

に
は

、

大

和

銀

行

や

住

友
商

事

の
例

に
典

型

的

に

見

ら

れ

る

よ

う

に

、

国

際

的

な

取

引

に
関

連

し

た

不

正

行

為

が

相

次

ぎ

、

外

国

の
政

府

や

企

業

に

も

影

響

を

及
ぼ

す

、

文

字

通

り
グ

ロ
ー

バ

ル

な
事

件

が
増

え

て

い
る

こ

と
が
挙

げ

ら

れ

る

。

第

5

に
は

、

不

祥

事

が

発

覚

し

た

後

に

、

企

業

の
ト

ッ
プ

が

見

え

透

い
た

嘘

を

つ

い
た

り

、

組

織

ぐ

る

み

の
隠

蔽

工
作

に
走

っ
て

い
る

ケ

ー

ス

が
多

い
こ

と

で

あ

る

。

こ
う

し

た

企

業

の
姿

勢

が

、

内

外

の
企

業

不

信

を

増

幅

さ

せ

て

い
る

こ

と
も

無

視

で

き

な

い

。

経
団
連
の

「企
業
行
動
憲
章
」

日
本

の
経

済

界

も

、
手

を

こ
ま

ね

い
て

い
る

わ

け

で
は

な

い
。

な

か

で

も

経

団

連

は

、

96
年

の

5

月

に

「
企

業

行

動

委

員

会

」

を

発

足

さ

せ

、

そ

の

下

に

「
企

業

行

動

憲

章

部
会

」

(部

会

長

.

小

野

敏

夫

日
本

電

気

専

務

取

締

役
)

を

設

置

し

た

。

精

力

的

な

検

討

作

業

を

進

め
、

12

月

に

は

10

項

目

か

ら

成

る
新

し

い

「
経

団
連

企

業

行

動

憲

章

」

と

、
詳

細

な

「実

行

の
手

引

き

」

を

発

表

し

て

い
る

。

こ

の
憲

章

は

、

見

る

か

ら

に
真

剣

な

検

討

が

な

さ

れ

た

跡

が

窺

え

る

。

官

主

導

型

経

済

の
行

き

詰

ま

り

や

、

規

制

緩

和

、

世

界

の
ボ

ー
ダ

レ

ス
化

、

高

度

情

報

通

信

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク
社
会

の

到

来

、

環

境

問

題

の

深

刻

化

、

N

P

O

(民

間

非

営

利

組

織

)

と

の
連

携

の

必
要

、

製

造

物

責

任

法

や

株

主

代

表

訴

訟

制

度

の

登

場

等

々
、

企

業

を

取

り

巻

く

環

境

の
大

き

な

変

化

を

も

考

慮

し

、
内

容

は

具

体

的

で
あ

る

。

し

か

し

、

果

た

し

て
実

効

が
期

待

で
き

る

の

で
あ

ろ

う

か
。

筆

者

は

、

一
昨

年

(
1

9

9

7
年

)

4

月

に

2

1

0

0
名

の

会

員

が

一
堂

に
会

し

て
東

京

の
新

高

輪

プ

リ

ン

ス

ホ

テ

ル

で

開

催

さ

れ

た
第

44

回
監

査

役

全

国

会

議

で

、

「
企
業

倫

理

と
監

査

役

の
役

割
」

と

題

す

る

パ

ネ

ル
デ

ィ

ス

カ

ッ
シ

ョ
ン

の
司

会

を

務

め
た

。

そ

の
準

備

の
た

め

に

、
主

催

者

で
あ

る

日

本

監

査

役

協

los
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会

の
過

去

の
資

料

に

目
を

通

し

た

が

、

91
年

の

9

月

に
経

団

連

が

発

表

し

た

企

業

憲

章

に
対

し

て
も

、

関

係

者

は

高

い
評

価

を

下

し

て

い
た

の

で
あ

る

。

直

後

に
開

か

れ

た

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム

の

司
会

者

は

、

「
大
変

内

容

が

わ

か

り

や
す

く

、

そ

し

て
具
体

的

で

あ

り

、

大

変

立
派

な

憲

章

で

は

な

い
か

と
思

い
ま

す

」

と

コ
メ

ン
ト

し

て

い
た

。

、
大

変

立

派

な

憲

章

ウ

を

発

表

し

、

各

経

済

団
体

が

繰

り

返

し

企

業

倫

理

の

徹
底

を

呼

び

か

け

な

が

ら

、

ど

う

し

て

一
流

企

業

で

不
祥

事

が
絶

え
な

い
の

で
あ

ろ

う

。

野
村
護
券
や
住
友
商
事
に
も
厳
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
倫
理

野
村
讃
券

は
、
損
失
補
填

や
暴
力

団

へ
の
融
資
を
糾
弾
さ
れ
、

91
年

7
月

に
当
時

の
会

長
、
社

長
が
辞
任
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。

そ
れ

が
再
び

97
年

3
月

に
社
長

や
担
当

役
員

が
辞

任

し
、

4
月

に
は
代
表

権
を
有

す

る
全

役

員

が
退
任

す

る
羽

目

に
陥

っ
た
。

長
年

に
わ
た

る
総
会

屋

へ
の
利
益

供
与

に
、
役
員

が
深
く
関
与

し

て

い
た

こ
と
が
明
ら

か

に
な

っ
た
た

め
で
あ
る

。
証
券
業

ト

ッ
プ

の
野
村
謹
券

に
は
、

そ
も

そ
も
倫

理

に
対

す
る

配
慮

や
行

動
規
範
な
ど
な

か

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

同
社

の
歴
史

は
、

1
9
0

4
年

(明
治

37
年
)

の

「
野
村
徳

七
商

店
」

の
証
券
業

開
始

に
ま

で
遡
る

が
、
初
代
徳

七

が
成
功

し
た

の
は
、
「
信
用

と
誠
実

こ
そ
如
何

な
る
時
代

に
も
事
業
を
成

功

さ
せ
る
も

の
だ

と

の
信
念

を
も

っ
て
、
着
実

、
誠
実

に
家
業

を

行

っ
た

」

こ

と

に

あ

る

と

い
う

。

息

子

た

ち

に

は

信

之

助

、

実

三
郎

と
名

付

け

、

顧

客

の
信

用

を

得

て
、

誠

実

に
家

業

を

存

続

さ
せ

る

こ

と
を

ひ
た

す

ら

願

っ
て

い
た

2
)。

実

質

的

な

創

業

者

は

、

2

代

目
徳

七

(信

之

助

)

で
あ

る

。

「企

業

は

人

で

あ

る

。

野

村

に
勤

め
て
よ

か

っ
た

と
従

業

員

が

思

う

よ

う

に
」

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
」

と

い
う

の
が

、

彼

の

ロ
癖

だ

っ
た

と

い
う

。
そ

の
ビ

ジ

ネ

ス
倫

理
も

、
「
信

は

万
業

の
も

と
」

「
利

を

争

わ
ず

、
義

を

争

い
、

節

を
守

る
」

と

い
う
厳

し

い
も

の

で
あ

っ
た

。

後

継
者

が

ビ

ジ

ネ

ス

の
根

本

原

理

を

誤

ら

な

い
よ

う

に

と

願

っ
て

、

長

男

に
は

義

太

郎

、

次

男

に
は

節

雄

(と

き

お

)

と
名

付

け

て

い
た

3
}。

一
方

の
住

友

商

事

は

、

今

か

ら

3

0

0
年

あ

ま

り

も

昔

、

1

6

9

0
年

の
別

子

銅

山

(愛

媛

県

新

居

浜

市

)

の
発

見

に
よ

っ

て
今

日
を

築

い
た

、

住

友
グ

ル

ー
プ

の
総

合

商

社

で
あ

る

。

銅

地

金

の
不

正
取

引

に

よ

っ
て
、

26
億

ド

ル

と

い
う

巨

額

損

失

事

件

を

引

き
起

こ
し
た

の
は

、

歴
史

の
皮

肉

と

い
う

ほ

か

は

な

い
。

そ

れ

に
し

て
も

、

米

国

債

の
無

断

取

引

で

11
億

ド

ル

の
損

失

を

発

生

さ

せ

た

大

和

銀

行

や

、
株

式

先

物

で

8

億

3

0

0

0

万
ポ

ン
ド

(約

12

.
7
億

ド

ル

)

の
大

穴

を

あ

け

て
倒

産

し

た

英

国

ベ

ア

リ

ン
グ

ズ

社

を

大

き

く

上

回

る

、

史

上

空

前

の
損

失

額

で

あ

る

。

冒

頭

の

不

祥

事

を

引

き

起

こ
し

た

企

業

名

に

は

、

住

友

銀

行

091

や

住

友

生

命

の
名

も

並

ん

で

い
る
。

い

っ
た

い
住

友

各

社

に
は

、
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毅

然

と

し

た

経

営

理

念

が

な

か

っ
た

の

で
あ

ろ

う

か
。

日
本

生

産

性

本

部

が

編

纂

し

た

『
社

是

社

訓

』

に

よ

れ

ば

、

住

友

商

事

は

次

の
よ

う

な

「営

業

ノ
要

旨
」

を

掲

げ

て

い
た

。

第

1
条

我

住

友

ノ
営

業

ハ
、

信

用

ヲ

重

ン
シ

、

確

実

ヲ

旨

ト

シ
、

以

テ
其

ノ
輩

固

隆
盛

ヲ
期

ス

ヘ
シ

第

2
条

我

住

友

ノ
営

業

ハ
、

時

勢

ノ
変

遷

、

理

材

ノ
得

失

ヲ
計

リ

、

弛

張

興

廃

ス

ル

コ
ト

ア

ル

ヘ
シ
ト

難

、
苛

モ
浮

利

二
趨

リ
軽

進

ス

ヘ
カ

ラ

ス

古

め

か

し

い
表

現

で

あ

る

が

、

1

8

8

2

年

(明

治

15
年

)

に
制

定

さ

れ

た

最

初

の

「
住

友

家

法

」

第

-

款

「
家

憲

」

の
第

3
条

に
盛

り

込

ま
れ

た

文

言

で
あ

る

。
「
確

実

を

旨

ト

シ
」
と
か

、

「浮

利

二
趨

り

軽

進

ス

ヘ
カ

ラ

ス
」

と

い

っ
た

言
葉

が
印

象

的

で

あ

る
。

堅

実

経

営

を

旨

と

す

る
住

友

財

閥

は

、

第

2

次

世

界

大

戦

の

終

わ

る

ま

で
は

貿

易

商

社

さ

え

営

ま

な

い
方

針

で
あ

っ
た

。

そ

れ

が

敗

戦

に
よ

っ
て

G

H

Q

(占

領

軍

総

司

令

部

)

か

ら

住

友

本

社

の
解

体

を
命

じ

ら

れ

、

本

社

販

売

部

門

の
人
材

活

用

の

た

め

に
、

住

友

商

事

の
前

身

が

設

立

さ

れ

る

こ

と

に
な

っ
た

。
貿

易

振

興

の
波

に
乗

っ
て

、

昭

和

30

年

代

か

ら

積

極

策

を

と

り

、

大

手

総
合

商

社

の
仲

間

入

り
を

果

た

し

た

の

で
あ

る

4
〕。

1

9

7

3
年

(昭

和

48
年

)

の

12
月

、

住

友

商

事

は

上

記

の

「
営

業

ノ
要

旨

」

を

、

「
住

友

商

事

経

営

活

動

憲

章

」

の
冒

頭

に

掲

げ

た

。

土

地

や
商

品

の
買

い
占

め

で

、

大

手

商

社

が
厳

し

い

批

判

を

浴
び

て

の

こ
と

で
あ

る
。

当

時

の
津

田
久
会

長

は

、

「積

極

的

で
あ

る

故

に

間

違

い
を
起

こ
し

ゃ
す

い
か

ら

、

軽

々

し

く

や

っ
て

は

な

ら

ぬ

。

本

意

は

社
会

の

必
要

に
応

じ

て
事

業

を

興

し

た

り

や

め
た

り

す

る

こ

と
だ
」

「
目
先

の
利
益

だ
け

で
事

業

を

し

て

は

な

ら

な

い
と

い
う

こ

と

を

戒

め

た

も

の
だ

」

と
説

い
て

い
た

。

=

流

企

業

」

の
落

と

し
穴

野

村

澄

券

や

住

友

商

事

の
経

営

理

念

は

、

行

動

規

範

と
し

て

は

抽

象

的

で

具

体

性

に
欠

け

る

と

い
う

批

判

を

受

け

る

か

も

し

れ

な

い
。

し

か

し

、

い
く

ら

抽

象

的

だ

と

は

い

っ
て

も

、

総

会

屋

や
暴

力

団

に

利
益

を

供

与

し

た

り

、

銅

取

引

に
関

す

る

不

正

取

引

を
許

す

内

容

で
は

絶

対

に
な

い
。

そ

れ

が

、

い

っ
た

い
ど

う

し

て

大

き

な

不

祥

事

を

61

き

起

こ
す

結

果

に
な

っ
た

の

で
あ

ろ

う

。

考

え

ら

れ

る

の

は

、

=

流
企

業

」

と
呼

ば

れ

る
企

業

に

共

通

し

た

ク
落

と

し

穴

"

が

あ

っ
た

の

で
は

な

い
か

と

い
う
点

で

あ

る

。

そ
も

そ

も

、

日
本

で

=

流

企

業

」

と
呼

ば

れ

る

の

は

ど

う

い
う

企

業

で
あ

ろ

う

。

表

だ

っ
た

悪

行

が

な

け

れ

ば

、

売

上

や

利

益

の
規

模

が

大

き

く

、

そ

れ
ら

の
伸

び

が

顕
著

で
、

大

勢

の

従

業

員

を

抱

え

て

い
る

ー

ー

そ

う

い
う

企

業

が

「
一
流

企

業

」

と
呼

ば

れ

て

き

た

。

=

流

企

業
」

と
呼
ば

れ

る

よ

う

に
な

る

過

程

や

、
呼

ば

れ

続

け

る
た

め

の
企

業

活

動

の
中

に
、
自

然

と

不

110
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祥

事

を

引

き

起

こ
す

火

種

を

抱

え

て

い
た

と
言

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

他

社

よ

り

も
売

上

を

伸

ば

そ

う

、

シ

ェ
ア
を

伸

ば

そ

う

、

利

益

を

伸

ば

そ
う

と

す

る

た

め

に

、
ど

う

し

て
も

無

理

な

商

売

を

重

ね

る

。
売

り

上

げ

が
大

き

く

な

っ
た

後

も

、

以

前

と

同

じ

よ

う

な

伸

び

率

を

示

そ

う

と
す

れ

ば

、
数

倍

も

猛

烈

な

ビ

ジ

ネ

ス

を

続

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

数

字

で

実

績

を

上

げ

た

者

が

、

幹

部

や

上

司

の
覚

え

よ

ろ

し

く

、

出

世

階

段

を

昇

っ
て

い
く

。

私

腹

を

肥

や

す

と

い
う

の

で

は

な

く

、

会

社

の
た

め

と

か
実

績

を

上

げ

た

い
と

い
う

一
心
が

、
行

き

過

ぎ

た

不

正

行

為

に
も

つ

な

が

っ
て

い
く

。
従

業

員

が

何

千

、

何

万

と
増

え

、

事

業

所

も

全

国

か
ら

世

界

各

地

に
点

在

す

る

よ

う

に
な

っ
て
く

れ
ば

、

当

然

の

こ

と

な

が

ら

ト

ッ
プ

は

も

ち

ろ

ん

、

幹

部

や

チ

ェ

ッ
ク
部

門

の

目
も

届

か
な

く

な

る

。

「
一
流

企

業

」

の
従

業

員

は

優

秀

だ

と

い
う

指

摘

が

あ

る

が

、

「優

秀

」

と

い
う

の
は

人

格

や

、

倫

理

性

の
話

で

は

な

い
。

総

じ

て
偏

差

値

の
高

い
、

い
わ

ゆ

る

一
流

大

学

を
出

た

人

材

が

多

い

と

い
う

だ

け

の
話

で
あ

る
。

某

国

立

大
学

学

長

の
言

葉

を

借

り

れ
ば

、

「
優

秀

な
大

学

を

卒

業

す

る

と

い
う

こ

と

は

、

悪

い
こ

と

を

巧

み

に

や

っ
て

の
け

る

能

力

も

併

せ

て
身

に

つ
け

た

」

と

い
う

こ

と

で
あ

る

。

最

近

の

よ

う

に
高

度

な

ハ
イ

テ

ク
機

器

が

導

入

さ

れ

、

複

雑

な

取

引

が

展

開

さ

れ

る

と

、

た

っ
た

一
人

の
不

正

か

ら
莫

大

な

損

失

を

生

む

恐

れ

は

十

分

に
あ

る

。

現

に
英

国

ベ

ア
リ

ン
グ

ズ

社

の
場
合

、

シ

ン

ガ
ポ

ー

ル
支

店

の

チ

ー

フ

・
ト

レ

ー
ダ

ー

の
不

正

取

引

で

巨
額

の
損

失

を

出

し

、

あ

っ
け

な

く

2

3

0
年

の
歴

史

に
幕

を

閉

じ

て
し

ま

っ
た

。

=

流

企

業

」

で
は

、

不
祥

事

と
し

て
表

沙

汰

に
な

る

の
を

恐

れ

、

迅

速

な

対
応

を
躊

躇

す

る

と

い
う

問

題

も

あ

ろ
う

。

=

流

企

業

」

の
行

く

手

に
は

、
危

険

な

落

と
し

穴

が
潜

ん

で

い
る

の

で
あ

る

。

過
酷
な

「
ノ
ル
マ
制
」
が
生
ん
だ
悲
劇

戦

中
、
戦

後

に
野
村

謹
券

ト

ッ
プ

の
側

近
を
務

め
た
武

田
康

氏

は
、

「
(
一
連

の
証
券
会

社

の
)

不
祥
事
件

の
よ

っ
て
来

る

と

こ
ろ
は
、
業
績
至
上
主
義

、
拡
大
至

上
主
義

の
結
果
」

で
あ

り
、

こ
う
し
た
行
動
は
「
戦
争

の
遺
産
」
で
あ
る
と
指
摘

し
て

い
る
5
)。

敗
戦

後
ま
も

な

い
1
9

4
9
年

(昭
和

24
年

)
秋

以
降

の
株

式

低
迷

の
た

め
に
、
野
村
謹
券

も
人
員
整

理

一
歩

手
前

の
状

況

に
追

い
込
ま

れ
た
。
社
内

に
悲

壮
な
気
分

が
漂
う
中

で
、
「
過
酷

な

ノ
ル

マ
制

が
導

入
さ

れ
、
営

業

マ
ン
は

目
標
達

成

の
た

め
、

行
商

人

の
よ
う

に
潜
在

顧
客
を

昼
夜

の
別
な
く
個

別
訪

問
し

て

歩

い
た
」

と

い
う
。
当
時

の
社

員

の
多

く
は
、
復
員

し

て
き
た

兵
隊

や
将
校

が
大
部
分

で
、

「
彼
ら
は
作
戦
要
務
令

に
よ
る
戦
場

で

の
実
戦

の
体
験

を
営

業

戦
術

に
応

用

し

て
成
果

を
収

め
た

。

111

野
村

の
過
酷

な

ノ
ル

マ
制

、
強
力

な
営
業

軍
団

が
形
成

さ
れ
た
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原
点

は

こ

の

と
き

に
あ

る
」

と

い
う

の

で
あ

る

。

1

9

5

0
年

(昭

和

25
年

)

6

月

に
朝

鮮

戦

争

が

勃

発

、

日

本

経

済

は

特

需

に
潤

い
、

株

式

市

況

は

好

転

す

る

。

し

か

し

、

「
き

び

し

い
ノ

ル

マ
営

業

は

廃

止

さ

れ

る

こ

と

な

く

続

行

さ

れ

、

セ

ー

ル

ス

マ
ン
た

ち

は

夜

討

ち

朝

駆

け

で

遮

二
無

二
顧

客

に
突

進

し

て
働

く

こ

と

を

余

儀

な

く

さ

れ

た

。

野

村

謹

券

は

『
ノ

ル

マ
証

券

』

と
呼

ば

れ

る

よ

う

に

な

っ
た

。

ノ

ル

マ

の
目

標

達

成

の
た

め

に
、

セ

ー

ル

ス

マ
ン
は

顧

客

の
主

体

性

を

無

視

し

た

強

引

な

押

し

込

み

販
売

を

す

る

。

売

買

数

量

を
増

加

さ

せ

る

た

め

に

、

い
わ

ゆ

る

『
回

転

商

い
』

で

、

頻

繁

に

ウ

リ

カ

イ

さ

せ

、

顧

客

の
利

益

を
度

外

視

し

て
手

数

料

稼

ぎ

を

や

る

。

さ

ら

に
支

店

相

互

間

で

も

顧

客

を

奪

い
合

い
、

ノ

ル

マ
達

成

が

出

来

な

い

と
架

空

の
売

上

げ

を

計

上

し

、

こ
れ

を
処

理

出

来

な

く

な

っ
て

自

滅

す

る

セ

ー

ル

ス

マ

ン
も

出

る

な

ど

、

過

酷

な

ノ

ル

マ
制

は

い
ろ

い
ろ

の
弊

害

を

伴

っ
た

」
。

部

店

長
会

議

の
席

上

、

当

時

の
調

査

部

長

が

ノ

ル

マ
制

の
腕

力

商

法

を

強

く

批

判

し

た

こ

と
も

あ

る

と

い
う

。

し

か

し

営

業

側

か
ら

は

、
「
商
売

を

知

ら

ぬ

困
り

者

の
発

言
」
と

黙
殺

さ

れ
た

。

「
顧
客

の
利
益

を

度
外

視

し

て
も

数

量

を
増

や

し

、

マ
ー

ケ

ッ
ト

シ

ェ
ア

の
優

位

を

確

保

す

れ
ば

よ

い
と

い
う

よ

う

な

商

法

は

創

業

者

徳

七

の
意

図

と

全

く

矛

盾

す

る
も

の
で

あ

り

、

洋

の
東

西

を

問

わ
ず

、

商

業

倫

理

に
惇

る

も

の
と

し

て
非

難

さ

れ

る

行

為

で
あ

る

。

(中

略

)

野

村

で

は
業

績

至

上
主

義

の
歪

ん

だ

意

識

が

こ

の
頃

(昭

和

25
年

頃

)

か

ら

芽

生

え

て
、

会

社

経

営

の
前

途

を

誤

っ
た

方

向

に

進

め

て

行

く

暗

影

が

広

が

り

か

け

て

い
た

」

と
、
武

田
氏

は
綴

っ
て

い
る
。

団
塊
の
世
代
の
義
務
感
と
使
命
感

住

友

商

事

の
場

合

は

、

ど

う

で

あ

ろ

う

か

。

ロ
イ

タ

ー

通

信

社

特

派

員

の
徳

本

栄

一
郎

氏

は

、

史

上

空

前

の

不

正
取

引

の
当

事

者

、

H
部

長

を

5
年

間

に

わ

た

っ
て

取

材

し

て
き

た

。

そ

の

様

子

を

、

『文

芸

春

秋

』

(
1

9

9

7
年

5
月

号

)

に
詳

し

く

記

し

て

い
る
。

「
同

級

生

や
友

人

の
証

言

か
ら

浮

か
び

上

が

っ
て
く

る
若

き

H

は

、

不

器

用

な

ほ
ど

真

面

目

で
友
情

に
厚

い
青

年

の
姿

だ

っ
た

。

世

界

を

相

手

に
戦

う

タ

フ

で

し
た

た

か

な

メ

タ

ル

ト

レ

ー
ダ

ー

と

い
う

H
し

か

知

ら

な

か

っ
た

私

は

、

そ

の

ギ

ャ

ッ
プ

に
困

惑

し
始

め

て

い
た

」

と
述

べ

て

い
る

。

そ

の
徳
本

氏

は

、

「
彼

が
昭

和

23

年

生

ま

れ

と

い
う

戦

後

ベ

ビ

ー
ブ

ー

マ
ー

で
あ

り

、

ま

さ

に

"
団
塊

の
世

代

"

で
あ

る
」

こ

と

に
注

目

し

た

。

同

級

生

の

一
人

は

、

H
は

日
本

の

団
塊

世

代

の
分

身

だ

と
語

っ
て

い
る

。

「我

々

の
世

代

は

人
数

が

多

く

て
競

争

が
激

し

く

、

自

分

な

り

の
サ

ク

セ

ス

ス

ト

ー

リ

ー

を

生

み
出

し

て
行

か
ざ

る

を

得

な

か

っ
た

。

し

か

し

あ

く

ま

で

組

織

に
従

順

に
生

き

て

い
く

。

そ

し

て
今

や

不

景

気

の
中

で

リ

ス

ト

ラ

の
嵐

に
吹

か

れ

て

い
る

。

結

局

H
は
義
∵務
感

と
使

命

感

が
強

す

ぎ

た

ん

だ

よ
」
。
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H

の
抱

い
た

義

務

感

、

使

命

感

と
は

何

だ

っ
た

の

で
あ

ろ

う

。

三

井

、

三

菱

が

君

臨

す

る
非

鉄

金

属

業

界

に

あ

っ
て

、

後

発

の
住

友

商

事

が
両
グ

ル

ー
プ

に
伍

し

て

い
け

る
よ

う

に
し

よ
う

、

取

引

先

の
期

待

に
応

え

よ

う

、

と

い
う

も

の

で
あ

っ
た

。

27
年

前

に

、

=
二
井

ニ

ニ
菱

に

劣

ら

ぬ

商

社

へ
」

と

い
う

津

田
会

長

(当

時

)

の
悲

痛

な

叫

び

を

聞

い
た

若

者

は

、

そ

の
言

葉

を
非

鉄

金

属

ビ

ジ

ネ

ス

の
舞

台

で
忠

実

に
実

現

し

よ

う

と
し

た
i

ー

と

い
う

の

で
あ

る
。

「
人

間

が
ま

っ
た

く

愚

か

し

い
こ

と
を

し

た
時

も

、

そ

の
動

機

だ

け

は
常

に
崇

高

で
あ

る
」

と

い
う

、

欧

米

の
諺

を

思

い
起

こ

さ
せ

る
悲

劇

で
あ

る
。

『武
士
道
』
が
描

い
た

「
い
い
加
減
な
商
業
道
徳
」

こ

の
よ

う

に

見

て

く

れ

ば

、

日
本

の
企

業

不

祥

事

は

も

っ
ぱ

ら

「
戦

争

の
遺

産
」

で
あ

り

、

高

度

経

済

成

長

下

の
拡

大

至

上

主

義

の
帰

結

と

い
う

こ

と

に

な

る

。

そ

れ

な

ら

ば

、

戦

争

前

、

さ

ら

に

は

明

治

や
大

正

の
時

代

の
経

済

界

に

は

、

さ

し

た

る

問

題

は

な

か

っ
た

の

で
あ

ろ

う

か

。

新

渡

戸

稲

造

(
1

8

6

2

～

1

9

3

3

)

の

世

界

的

名

著

『武

士

道

』

を

開

い
て

み

た

い
。

激

し

い
精

神

衰

弱

に
悩

ま

さ

れ

た

新

渡

戸

が

、

ア
メ

リ

カ

西

海

岸

に
渡

っ
て

静

養

中

に
英

語

で

執

筆

、

1

9

0

0
年

(明

治

33

年

)

に
刊

行

さ

れ

た

書

物

で

あ

る
。

新

渡

戸

が

ド

イ

ツ

の
大

学

に
留

学

中

、

ベ

ル
ギ

ー

の
法
学

の

大

家

、

ド

・
ラ

ヴ

レ

ー

の
も

と

で

過

ご

し

た

こ

と

が

あ

っ
た

。

散

歩

の
途

中

、

二
人

の
会

話

が

宗

教

の
話

題

に
及

ん

だ

。

日

本

の

学
校

で
は

宗

教

教

育

が

な

い
と
聞

い
た

ラ
ヴ

レ

ー

は

、
驚

き

の
あ

ま

り

突

然
歩

み

を

と

め

て
、

「
宗
教

教

育

が

な

い
と
は

。

い

っ
た

い
あ

な

た

が

た

は

ど

の
よ

う

に

し

て

子

孫

に
道

徳

教

育

を

授

け

る

の
で
す

か
」

と
尋

ね
た

。

即

答

で
き

な

か

っ
た
新

渡

戸

は

、

「
私

が

幼

い
こ
ろ

学

ん

だ

人

の
倫

た

る

教

訓

は

、

学

校

で
受

け

た

も

の

で

は

な

か

っ
た
」

と

気

づ

き

、

H私

に
善

悪

の
観
念

を

つ
く

り

だ

さ

せ

た

さ

ま
ざ

ま

な

要

素

を

分

析

し

て

み

る

と
、

そ

の
よ

う

な

観

念

を

吹

き

こ

ん

だ

も

の
は
武

士

道

で
あ

っ
た

」

こ

と

に
思

い
至

る

。

新

渡

戸

の

い
う

武

士

道

は

、

「
『仏
教

』

『神

道

』

『儒
教

』

の
、

そ

れ

ぞ

れ

の
思

想

が

混

合

し

て
完

成

し

た

独

自

の
精

神

思

想

」

皇

で
あ

り

、

「
勇

猛

果

敢

な

フ

ェ
ア
プ

レ

イ

の
精

神

」

で
あ

る

。

武

士

道

は

そ

の
中

心
に

「
義

」

を

置

い
た

が

、

義

と

は

「
打

算

や

損

得

の
な

い
人

と

し

て

の
正

し

い
道

」

で
あ

る

ヱ

。

奥

州

の

南

部

藩

士

と

い
う

、

歴

と

し

た

武

士

の
家

に

生

ま

れ

た

新

渡

戸

は

、

門義

を

見

て

せ

ざ

る

は

勇

な

き

な

り

」

と

か

、

「卑

怯

で
あ

っ
て

は

な

ら

ぬ

」
、

「名

を

惜

し

む

」

と

い

っ
た

、

武

士

と
し

て

の
生

き

方

を

、

幼

年

期

か

ら

少

年

期

に
か

け

て
身

に

つ
け

て

い

た

と
思

わ

れ

る

。

131

新

渡

戸

は

、

日
本

人

独

特

の
道

徳

観

念

を

自

信

を

も

っ
て

世
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界

に
示

し

た

。

し

か

し

当

時

の

「商

人

道

」

に
対

し

て
は

、

実

に
厳

し

い
指

摘

を

し

て

い
た

の

で
あ

る
。

外

国

の
本

や
雑

誌

で

、

実

に
多

く

の
不

平

不

満

を

聞

い
て

い
る

と

し

て

、

「
わ

が
国

民

の

評

判

に

つ

い
て

、

い

い
加

減

な

商

業

道

徳

と

い
う

悪

名

は

最

大

の
汚

点

で
あ

る
」

と
ま

で
記

し

て

い
る

。

崇

高

な

「武

士

道

精

神

」

は
、

ど

こ

に
消

え

た

の

で
あ

ろ

う

。

「
武

士

に

二
言

は

な

い
」

と

い
う

言

葉

が

あ

る

よ

う

に

、
武

士

の
言

葉

は

重

み

を

も

っ
て

い
る

。

約

束

は

お

お

む

ね

証

文

無

し

で

決

め
ら

れ

、

む

し

ろ

証

文

は

武

士

の
体

面

に

か

か
わ

る

も

の

と
考

え

ら

れ

て

い
た

。

一
方

の

「商

人

」

は

、

社

会

的
身

分

階

層

と

し

て

は

士

農

工

商

の
最

下

位

に
お

か

れ

て

い
た

。

「
人

を

泥

棒

と
呼

べ
ば

、
彼

は

盗

む

で
あ

ろ

う

」

と

言

わ

れ

る

が

、
商

業

に

つ
け

ら

れ

た

賎

し

め

の
観

念

は

、

お

の
ず

か

ら

世

間

の
評

判

な

ど

に
ま

っ
た

く

頓

着

し

な

い
無

頼

の
徒

を

寄

せ

集

め

る

こ

と

に
な

っ
た

。

日
本

が

開

国

し

て
外

国

貿

易

が

始

ま

っ
た

時

も

、

圃
あ

わ

よ

く

ば

、

一
儲

け

を

企

む

無

節

操

な

連

中

だ

け

が
開

港

場

へ
駆

け

つ
け

た
」
。

篤

実

な

商

家

は

、

開

港

場

に
支

店

を

開

く

よ

う

に

と

い
う

幕

府

の

再

三

の
要

請

を

断

り

つ
づ

け

た

の

で
あ

る

。

武

士

が

、

自

ら
誇

り

と

し

て

い
た

「
誠

」

を

新

し

い
事

業

に

持

ち

込

み
、

古

い
悪

弊

を

手

直

し

す

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ
た

の

か

と
思

わ

れ

る

か
も

し

れ
な

い
。

し

か

し

、

多

く

の
清

廉

潔

白

な

サ

ム

ラ

イ

た

ち

は

、

手

練

手

管

を

弄

す

る

下
層

階

級

の
競

争

相

手

と
伍

し

て

、

抜

け

目

な

く

商

売

を

や

っ
て

い
く

カ

な

ど

ま

っ
た

く

欠

落

し

て

い
た

の

で
あ

る

8
)。

商
人
と
屏
風
は
曲
が
っ
て
い
る
か
ら
立

つ

新

渡

戸

の

『武

士

道

』

か

ら

さ

ら

に

1

5

0
年

余

、

江

戸

時

代

の
中

期

に
遡

る

。

こ

の
時

代

に
、

商

人

の
あ

り

方

、

商

家

の

経
営

理

念

を

説

い
た

こ
と

で
知

ら

れ

る

の
は

、

「
石
門

心
学

」

の

創

始
者

、

石

田
梅

岩

(1

6

8

5

～

1

7

4

4
)

で
あ

る

。

「
大

阪
商

人

の
思

想

は

石

田
梅
岩

に
始

ま

る
」

と

か
、

「
日
本

の
経
営

哲

学

は

石

田
梅

岩

に
始

ま

る

」

と
ま

で
言

わ

れ

る

。

梅

岩

の
時
代

に
も

、
一
商

人

と
屏

風

は

ま

っ
す

ぐ

に
立

た

な

い
」

と

か

、

「商

人

と
屏

風

と
は

曲

が

っ
て

い
る

か

ら

立

つ
」

な

ど

と

い

っ
て
、
商

人

は

武

士

か
ら

軽

蔑
ざ

れ

て

い
た

と

い
う

。

「商

人

と

い
う

の
は

、

本

来

、

不

正
を

す

る

も

の
だ

」

と

い
う

意

味

で

あ

る
。

こ

れ

に
対

し

て

梅

岩

は

、
諺

の
本

来

の
意

味

は

、

醐商

業

や
商

人

は

、

屏

風

と

同

様

に

、

拠

っ
て
た

つ
基

盤

が

正

し

い
か

ら

こ

そ

成

り

立

つ
」

で

あ

る

と

説

い
た

。

い
さ

さ

か
無

理

な

解

釈

で

は

あ

っ
た

が

、

そ

の
時

代

の
商

人

を

劣

等

感

や
屈

辱

感

か

ら

救

お

う

と

し

た

こ

と
は

間
違

い
な

い
9
)。

梅

岩

の
最

大

の
功

績

は

、
商

人

が

人

間

と

し

て
生

き

る

道

を

求

め
た

こ

と

で
あ

る

。

そ

の
道

は

「学

問

の
カ

」

に
よ

っ
て

の

み

体

得

で

き

る

と

信

じ

、

神

・
儒

・
仏

を

は

じ

め

、

諸

子

百

114
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家

.
老

荘

に

い
た

る

ま

で

、

あ

ら

ゆ

る

教

え

の
な

か

に

、

そ

の

道

を

求

め
て

い

っ
た

。

「身

を

修

む

る

に
何

ん

ぞ

士
農

工
商

の

か

は

り

あ

ら

ん

」

と
主

張

し

、

商

人

の
利

を

武

士

の

「
禄

」

に

な

ぞ
ら

え

た

の
も

、

こ

の
梅

岩

で
あ

る

。

し

か

し

、

「
現

実

に
は

、

道

義

に

反

す

る

商

人

が
多

い
か

ら

賎

し

め

ら

れ

る

の

で

あ

る
」

と
忠

告

し

、

商

人

た
ち

に
社

会

的

責

任

を

自

覚

し

た

経

営

理

念

の
確

立

、
商

人

の
主

体

性

の
自

覚

を

求

め
た

壇

。

江

戸
時

代

の
大

商

人

に

は

、

享

保

期

(
1

7

1

6

～

1

7

3

6

)

に

「家

法

」

や

「
店

則

」

が

体

系

化

さ

れ

た

も

の
が

多

か

っ
た

。

今

で

い
う

経

営

理

念

や
企

業

行

動

規

範

で
あ

る

。

大

坂

の

み

な

ら

ず

、

江

戸

や

近

江

商

人

の
家

法

や

店

則

に

も

、

石

門

心
学

の
徒

の
意

見

が

参

考

に
さ

れ

る

こ

と

が
少

な

く

な

か

っ
た

11

)
。当

時

の
家

法

書

に

は
、

「
御

法
度

(基

本

的

な

法
令

)

を

守

る

こ

と
」

「触

書

(
一
般

の
法
令

)

は
家

内
全

員

に
読

ん

で

聞

か
せ

る

こ

と
」

「火

の
用

心
」

「質

素

倹

約

」

な

ど

と
並

ん

で
、

嘲博

打

や
勝

負

事

に
手

を
出

さ

な

い
こ
と
」

「遊

芸

や
稽

古

事

は

し

な

い

こ

と
」

「
分

に

過

ぎ

た

衣

服

を

着

用

し

な

い
こ

と
」

「
や

む

を

得

な

い
用

が

な

い
か
ぎ

り

、

夜

分

は

も

ち

ろ

ん

、

昼

間

も

外

出

を

し

な

い
こ

と
」

「
信

心
も

し

て

い
な

い
の

に
、
仏

寺

へ
の
寄

付

の

勧

誘

は

し

て
は

な

ら

な

い
し

、

神

仏

の
御

札

を

も

ら

っ
て
は

な

ら

な

い
」

「
客

の
勧

誘

で

も
遊

所

な

ど

へ
行

っ
て
は

な

ら

な

い
」

等

々

が
記

さ

れ

て

い
た

。

商

家

の
奉

公

人

に
対

す

る

罰

則

は

極

め

て
厳

し

い
も

の

で
、

逃

亡

に

対

し

て

は

身

元

引

受

人

が

探

し

出

し

て

連

れ

戻

す

か

、

弁

償

金

を
出

し

て
謝

る

か

し

な

け

れ
ば

な
ら

な

か

っ
た

。

主

家

の

カ

ネ

の
使

い
込

み

と

い

っ
た

悪
質

な

行

状

に
対

し

て

は

、

死

罪

ま

た

は
遠

島

の
刑

が
待

っ
て

い
た

。
「奉

公

人

は

盗

人

と
思

え
」

と

い
う

戒

め
す

ら

あ

っ
た

が

、

そ

れ

で

も

奉

公

人

が
勤

め

に
励

ん

だ

の

は

、

十

数

年

の
勤

続

で

の
れ

ん

分

け

と

な

り

、

1
軒

店

を

持

つ
こ

と
を

楽

し

み

に

し

て

の

こ
と

で
あ

っ
た

12
)。

八
十
ノ
老
翁
ナ
オ
行
シ
難
シ

江

戸

時

代

か

ら

こ

の

か

た

、

繰

り

返

し

「
経

営

理

念

」

や

「
行

動

規

範
」

が

説

か
れ

て
き

た

が

、

そ

の
ウ

ラ

に
は
常

に
ビ

ジ

ネ

ス
倫

理

に
悼

る

行

為

、

不

祥

事

が

絶

え

な

か

っ
た

こ

と

が
窺

え

る

。

い
や

、
ビ

ジ

ネ

ス

の

世

界
ば

か
り

で

は

な

い
。

政

治

家

の
汚

職

は

い
う

に

及

ば
ず

、

官

僚

の

目
を

覆

い
た

く

な

る

ほ

ど

の
腐

敗

、
全

国

の
自

治
体

に
蔓

延

し

た
官

官

接

待

や

カ

ラ
出

張

、

さ

ら

に
は

動

燃

職

員

の
常

軌

を
逸

し

た

事

故

へ
の
対

応

ぶ

り

を

見

て
も

、

こ

れ

は

歴

史

を

通

じ

て
絶

え

る

こ

と

の

な

か

っ
た

日

本

人
全

体

の
問

題

と
考

え

る

他

は
な

い
。

数

百

年

を

通

じ

て
ビ

ジ

ネ

ス
倫

理

上

の
問

題

と
さ

れ

て

き

た

の

は

、

決

し

て

そ

の
時

代

の
人

々

が

思

い
も

寄

ら

な

い
よ

う

な

難

し

い
事

柄

に

つ

い
て

で

は

な

か

っ
た

。

常

識

や
当

た

り

前

の

151

こ

と
を

遵

守

し

た

り

、
実

践

し

た

り

と

い
う

、

「態

度

」

や

「習
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慣

」

の
問

題

で
あ

る

。

し

か
も

、
最

近

の

い
く

つ
か

の
企

業

不

祥

事

か

ら

明

ら

か

な

こ

と
は

、
普

通

と

い
う

か

、

場

合

に

よ

っ

て
は

優

秀

で

、

勤

勉

と

思

わ

れ

た

人

物

が

、

長

年

の
企

業

生

活

の
中

で
、

い

つ
し

か

そ

う

し

た

状

態

に
陥

っ
て

い

っ
た

と

い
う

こ
と

が

少

な
く

な

い
。

長

恨

歌

で

知

ら

れ

る

詩

聖

・
白

楽

天

が

、

「
善

の
真

髄

は

如

ち

ょ

つ

か

何

!
」

と

鳥

稟

和

尚

に
問

い
か
け

た

こ

と
が

あ

る

。

和

尚

は

、

よよ
く

ミ

「
諸

悪

莫

作

、

衆

善

奉

行

」

と
答

え

た

。

「
悪

い
こ

と

は

や

り

な

さ

ん

な

。

い

い
こ

と

は

や

り

な

さ

れ
」

と

い
う

意

味

で

あ

る

。

か
ら

か

わ

れ
た

と

思

っ
た

白

楽

天

は

、

い
さ

者
、
か

ム

ッ
と

し
た

表

情

で

、

「
そ

ん

な

こ
と

は

百

も

承
知

だ
」

と

ロ
を

と
ん

が

ら

せ

る

と
、

和

尚

に

一
喝

さ

れ

た

。

「
三
歳

ノ
童

子

モ

コ
レ

ヲ
識

ル

ト

イ

エ
ド

モ
、

八
十

ノ
老

翁

ナ

オ

行

シ
難

シ
」

白

楽

天

な

ら
ず

と
も

、

赤

面

せ
ざ

る
を

得

な

い

エ
ピ

ソ

ー

ド

で
あ

る

13
)。

不
祥

事

を
引

き

起

こ
す
危

険

を

防

ぐ
道

は

…

…

。

1

つ
は

、

い
く

ら
名

文

の
企
業

憲

章

を
作

成

し

た

と
し

て
も

、

憲

章

を

掲

げ

る
だ

け

で

は

足

り

な

い
と

い
う

こ

と

で

あ

る

。

あ

ら

ゆ

る

機

会

を

と
ら

え

て

、

繰

り

返

し

、

繰

り

返

し

、

訴

え

て

い
か

な

け

れ
ば

な
ら

な

い
。

「
知

識

」

の
問

題

で
あ

れ

ば

一
度

注

意

す

れ
ば

済

む

が

、

「
知
識

」

の
問

題

で

は

な

い
。

「
態

度

」

や

「習

慣

」

の
問
題

で
あ

る
。

と
な

れ
ば

、
繰

り

返

し
注

意

を
喚

起

し

て

い
く
他

は

な

い
。

「
素

直

な

心
」

の

大

切

さ

を

説

い
た

故

松

下

幸

之

助

氏

は

・

鵬

州素

直

な

心
に

な
り

ま

し

ょ
う

と
、

1

万

回
唱

え

た

ら

、

素

直

な

心

の
初

段

に

な

れ

る

」

と
、

筆

者

に
も

よ

く

話

し

て

い
た

も

の

で
あ

る
。

誠

実

な

人

柄

と
質

素

な

生

活

ぶ

り

で
尊

敬

を

集

め
た

、

故

土

光

敏

夫

氏

(
元

経

団

連

会

長

)

の
場

合

は

ど

う

で
あ

ろ

う

か

。

子

供

の

こ
ろ

に
読

経

を

さ

せ

ら

れ
た

と

い
う

土

光

氏

は

、

40

歳

ご

ろ

か

ら

再

び

、

朝

タ

の

2

回

、

15

分

間

の
読

経

を

す

る

よ

う

に
な

っ
た

。

早

朝

と

い
う

の
が

4
時

過

ぎ

だ

っ
た

話

は
有

名

で

あ

る

。

「私

も

人

間

だ

か

ら

、

こ
れ

は

絶

対

大

丈

夫

と
思

っ
て
も

、
意

外

に
ま

と
も

な

こ

と

か
ら

は
ず

れ

て
し

ま

う

場
合

だ

っ
て
多

い
。

た

だ

、

わ

ず

か

な

瞬

間

だ

け

で

も
虚

心

坦
懐

に
な

っ
て
宇

宙

の

原

理

に
添

う

こ

と
を

重

ね

て

い
れ
ば

、

あ

る

程

度

ま

と

も

な

人

生

を
送

れ

る
だ

ろ

う

」

と
、

土

光
氏

は
述

べ

て

い
た

14
)。

ア

メ

リ

カ

で
は

、

最

近

で

も

国

民

の

42
%

が
週

に

1
度

は

教

会

を
訪

れ

て

い
る

と

い
う

15
)。

欧

米

の
ビ

ジ

ネ

ス

マ

ン
の
多

く

は

、

週

に

1

度

教

会

や

シ

ナ

ゴ

ー
グ

(
ユ
ダ

ヤ
教

の
礼

拝

堂

)

を

訪

れ

て

、

敬
虞

な
気

持

ち

に
な

る

時

間

を

持

っ
て

い
る

の

で

あ

る

。

日
本

人

の
多

く

が

、
初

詣

や

観

光

の
対

象

と
し

て

神

社

仏

閣

を
訪

れ

る

の

と
は

大

き

く

異

な

っ
て

い
る

。

こ
う

し

た

欧

米

人

の
多

く

の
習

慣

が

、
倫

理

に
背

い
た

行

動

に
走

ら

な

い
と
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い
う

意

味

で

、
想

像

以

上

に
大

き

な

効

果

を

発

揮

し

て

い
る

よ

う

に
思

え

て

な
ら

な

い
。

欧

米

人

の
よ

う

な

信

仰

や

生

活

習

慣

を

持

つ
人

が

少

な

い
日

本

で

は

、

企

業

行

動

憲

章

や

行

動

規

範

の
徹

底

に
、

日
本

流

の

工
夫

が

求

め
ら

れ

よ

う

。

印

刷

物

や
ポ

ス

タ
ー

に

し

て
示

し

た

り

、

額

に
入

れ

て
壁

に
掲

げ

た

り

、

研

修
会

で
取

り

上

げ

た

り

、

討

議

の
材

料

に
し

た

り

、

さ

ら

に
は

朝

会

な

ど

の
集

会

で

唱

和

し
た

り

、

そ
う

し

た

繰

り

返

し

が
大

き

な
意

味

を

持

っ
て
く

る

。

不
祥
事

を
防
止

す

る

「
チ

エ
ッ
ク

・
シ

ス
テ
ム
」

不

祥

事

の
発

生

を

防

止

し

、

万

一
の
場

合

に

も

早

期

に
発

見

す

る

、

2

つ
目

の
手

だ

て

は

、

「
チ

ェ
ッ
ク

・
シ

ス

テ

ム
」

の
整

備

で

あ

る

。

土

光

敏

夫

氏

の

母
親

、

富

美

さ

ん

(元

橘

女

学

苑

理
事

長

)

は

、

「
国

は
悪

に
よ

っ
て
滅

び

る

の
で

は

な

く

、

そ

の

愚

に
よ

っ
て
滅

び

る

」

と
言

っ
て

い
た

と

い
う

。

企

業

不

祥

事

に

つ

い
て
も

、

同

じ

こ

と
が
言

え

る

に
違

い
な

い
。

不

正
取

引

な
ど

を

行

う

従

業

員

は

、
確

か

に
悪

い
。

し

か
し

、

こ
う

し

た

社

員

の
不

正
行

為

を

10
年

後

に
本

人

が
告

白

す

る

ま

で

見

過

ご

し

て
き

た

な

ど

と

い
う

企

業

は

、
愚

か

と
言

わ

れ

て

も

返

す

言

葉

が

あ

る

ま

い
。

不

正

行

為

の
発

生

を

完

全

に

阻

止

す

る

こ

と

が

で
き

な

い
以

上

、
速

や

か

に

発

見

で

き

る

よ

う

な

チ

ェ

ッ
ク

・
シ

ス
テ

ム
を

構

築

す

る

こ

と

は

、

企

業

ト

ッ
プ

や

監
査

役

に
課

せ

ら

れ

た

基

本

的

な

責

務

で
あ

る

。

し

か
も

、

そ

れ
は

決

し

て
難

し

い
話

で
は

な

い
。

グ

リ

ー

ン

ス
パ

ン
米

連

邦

準

備

制

度

理
事

会

議

長

が

、

96
年

11

月

に
東

京

の
銀

行

会

館

で

行

っ
た

講

演

の
言

葉

が

印

象

的

で

あ

る

。

「
行

う

取

引

が
複

雑

さ

を
増

し

、

そ

れ

に

伴

っ
て
管

理

シ

ス

テ

ム

は
精

緻

化

さ

れ

て

い
る

も

の

の
、

銀

行

に
お

け

る

問

題

の
発

生

は

し

ば

し

ば

単

純

な

原

則

が
守

ら

れ

て

い
な

か

っ
た

り

、

一

つ
の
単

純

な
管

理

が

な

さ

れ

て

い
な

い
こ
と

に
起

因

し

て

い
る

。

多

く

の
事

例

が
、

そ
れ

を

示

し

て

い
る
」

16
v。

大

企

業

の
監

査

役

の
多

く

が

深

く

憂

慮

し

て

い
る

の
は

、

経

営

ト

ッ
プ

の

独

断
専

行

の

チ

ェ

ッ
ク
が

難

し

い
と

い
う

点

で
あ

る

。

商

法

の
考

え

方

と

し

て
は

、

取

締

役

会

、
株

主

総

会

、

監

査

役

会

が

チ

ェ

ッ

ク
機

能

を

発

揮

す

る

こ

と

に

な

っ
て

い
る

。

し

か

し

、
実

質

的

に
社

長

の

一
存

で

選
ば

れ

た

メ

ン
バ

ー

で

取

締

役
会

や

監
査

役

会

が
構

成

さ

れ

る

以

上

、

社

長

に

ス
ト

ッ
プ

を

か
け

る

こ

と
は

不

可
能

に
近

い
。

年

1

回

の
株
主

総
会

に
も

、

多

く

を
期

待

で
き

な

い
の
が
実

情

で
あ

る

。

日
本

企

業

に
お

い
て

も

、

「
社

外

取

締

役
」

の
制

度

導

入

を
真

剣

に
考

慮

す

べ
き

で
あ

ろ

う

。
加

え

て

、

「
エ
シ

ッ
ク

ス

・
オ

フ

ィ
サ

ー

(倫

理

担

当

役

員

)
」

の
設

置

に
踏

み

切

る

必
要

を

指

摘

し

た

い
。

倫

理

に

対

す

る

従

業

員

の
意

識

を

高

め

、

チ

ェ

ッ

ク

.
シ

ス

テ

ム

を

提

、玄
ロ
し

、

い

つ
で

も

関

係

者

の
相

談

に

の
れ

171

る
存

在

と

な

る

こ

と

で
あ

る

。

監

査

役

候

補

の
選

考

を

監

査

役
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会

の
手

で
行

う

こ

と

、

監

査

役

の
地

位

を

名

実

と

も

に

引

き

上

げ

る

こ

と
も

重

要

な
ポ

イ

ン
ト

で
あ

る

。

経
団
連
の
除
名
よ
り

「社
会
奉
仕
活
動
」
と

「寄
付
講
座
」

経

団
連

の
企

業

行

動
憲

章

は

、

経

営

ト

ッ
プ

自

ら

が

不

祥

事

の
問

題

解

決

に
あ

た

り

、

原

因

の
究

明

、

再

発

の
防

止

に
努

め

る

こ

と
を

求

め

て

い
る

。

今

後

は

、

除

名

処

分

な

ど

も

考

慮

し

て

い
く

よ

う

で
あ

る

が

、

経

団

連

の
除

名

が

効

果

を

発

揮

す

る

と
は

思

え

な

い
。

除

名

さ

れ

る

ほ

ど

で

あ

れ

ば

、
関

係

者

は

す

で

に

退

陣

し

て

い
る

で

あ

ろ

う

し

、

新

任

者

は
自

分

の
責

任

な

ど

と
は

考

え

な

い
。

不

祥

事

が

次

々

と
発

生

す

る

最

大

の
理

由

は

、

不

正

行

為

が

発

生

す

る

ほ

ん

と

う

の
理
由

、

メ

カ

ニ
ズ

ム

が

十

分

に
解

明

さ

れ

ず

、
責

任

も

あ

い
ま

い
に

さ

れ

て
き

た

こ

と

で

あ

る

。

当

該

企

業

に
は

、

不

祥

事

発

生

の
真

相

を
詳

細

に
報

告

さ

せ

、

経

済

界

全

体

の

再

発

防

止

に
役

立

た

せ

た

ほ

う

が

、

よ

ほ

ど

意

味

が

あ

ろ
う

。

さ
ら

に
、

交

通

違

反

や

脱

税

等

に
対

す

る

ア

メ

リ

カ

の
刑

罰

に
見

ら

れ

る

よ

う

に

、

関

係

者

に
数

百

時

間

の

「
社
会

奉

仕

活

動

」

を

奨

励

す

る

の
も

名

案

で

あ

る

(最

近

は

、

日
本

で
も

一

部

導

入

さ

れ

て

い
る

)
。

さ

ま

ざ

ま

な

困

難

を

抱

え

る

人

々

や

、

地

道

に
ボ

ラ

ン
テ

ィ

ァ
活

動

に
勤

し

ん

で

い
る

人

々

が

い
る

こ

と
な
ど

を

、

文
字

通

り
膚

で

知

る

こ
と

が

で
き

る

か
ら

で
あ

る

。

不

祥

事

の
発

生

の
原

因

や

反
省

点

に

つ

い
て

、

ア

ニ

ュ
ア

ル

.

レ
ポ

ー

ト

や

社

史

に

正

確

に

記

述

す

る

こ

と
も

求

め
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

過

去

の

一
大

ス
キ

ャ

ン
ダ

ル
を

わ

ず

か

2
、

3

行

で

、

ま

る

で
台

風

に
襲

わ

れ

た

か

の
如

く

記

し

て

い
る

企

業

が

少

な

く

な

い
。
関

係

者

の
名

誉

を

配

慮

し

た

り

、

企

業

の
イ

メ

ー
ジ

ダ

ウ

ン
を

恐

れ

て

の

こ
と

で

あ

ろ

う

が

、

傍

目

に
は

「
懲

り

な

い
企

業

、

ま

た

同

じ

失

敗

を

す

る

企

業

」

と

し

か
映

ら

な

い

。加

え

て
提
案

し
た

い
の
は
、
企

業
倫

理

に
関

す

る

「
講

座
」

を
大
学

へ
寄
付

す
る

こ

と
で
あ

る
。

ア
メ
リ

カ

の
大
学

で
は
企

業
倫

理

の
教
育

や
研
究

が
充
実

し

て

い
る

と

い
わ

れ
る
が
、

80

年

代
後
半

の
企
業
倫

理

の
頽
廃

を
憂

慮

し
た
ビ
ジ
ネ

ス
関
係
者

の
寄

付

が
そ

の
き

っ
か
け

で
あ

っ
た
。

日
本

で
も

、
今

こ
そ
本

格
的
な
企
業
倫

理

の
研
究

、
教
育

に
着
手

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ビ

ジ

ネ

ス

マ
ン
と

し

て
の

「
誇

り
」

不

祥

事

を

防

止

す

る

上

で
ど

う

し

て
も

欠

く

こ

と

が

で
き

な

い
の

が

、

自

ら

の
企

業

、

職

業

に

対

す

る

「
誇

り

」

で

あ

る

。

「経

済

道

徳

合

一
説

」

で
知

ら

れ

る
渋

沢
栄

一
翁

(
1

8

4

0
～

1

9

3

1
)

が

、

34
歳

で
大

蔵

省

を

去

っ
た

時

に
友

人

に
語

っ

た

言

葉

が
示

唆

に
富

む

。

「
官

僚

は

凡
庸

な

者

で

も

い

い
が

、
商

人

(狭
義

の
商

人

で
は

な

く

、

い
ま

で

い
う

「
実
業

家

」

「
経

済

人
」

を

さ

す

)

は
賢

才

118
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で
な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
。

商

人

が
賢

で
あ

れ

ば

国

家

の
繁

栄

を

保

つ
こ

と

が

で
き

る

。
古

来

、

日
本

人

は

武

士

を

尊

び

、
官

吏

と

な

る

こ

と

を

無

上

の
光

栄

と

心
得

、

商

人

と

な

る

こ

と
を

恥

辱

と

し

た

が

、

こ

の
考

え

は

そ

も

そ

も

本

末

を

誤

っ
た

も

の

で

、

わ

が

国

、

今

日

の
急

務

は

…

…

商

人

の

品

位

を

高

め
、

人

材

を

駆

っ
て
商

業

界

に
向

か

わ

せ

、

商

業

社
会

を

し

て
最

も

社
会

の

上

流

に
位

せ

し

め

、

商

人

は

す

な

わ

ち

徳

義

の
標

本

で

あ

り

、

徳

義

の
標

本

は

す

な

わ

ち

商

人

で
あ

る

と

い
う

ま

で

に

し

な

け

れ
ば

な

ら

ぬ

。

自

分

は

従

来

、

商

業

(実

業

)

の
経

験

に

は

乏

し

い
け
れ

ど

、

胸

中

に

は

一
部

の

『論

語

』

が
あ

る

か

ら

、

『論

語

』

を

も

っ
て
商

業

を

経

営

し

て

、

両

君

に
お

目

に

か

け

よ

う

と
思

う
」

17
)。

21

世
紀

の
世

界

の
難

題

へ
の
取

り

組

み
を

考

え

る
時

、

明

治

の
時

代

以

上

に
企

業

や
ビ

ジ

ネ

ス

マ
ン

の
役

割

は

重

要

で

あ

る

。

い
ま

こ

そ
姿

勢

を

正

し

て

、
本

来

の
カ

を

発

揮

し

て

い
か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

そ

の
た

め

に

は

、

常

に

公

正

な
判

断

や
行

動

が

と

れ

る

よ

う

に
、
自

ら

を

律

す

る

こ

と

が

大

切

で

あ

る

。

ト

ッ
プ

と

し

て
、

常

に
正

し

い
判

断

と

行

動

を

す

る

に

は

、

ど

の

よ

う

に
す

れ
ば

よ

い
の

で
あ

ろ

う

。

故

田

ロ
利

八
氏

(
元

西

濃

運

輸
会

長
)

の
経

営

者

と

し

て

の

姿

勢

に

は

、

学

ぶ

べ

き

点

が

多

い
。

同

氏

は

、

名

刺

入

れ

に

「信

条

」

と
す

る
言

葉

を
書

い
て

入

れ

て

い
た

。

人

に
会

っ
て
名

刺

を

出

し

入

れ

す

る

た

び

に

そ

の
言

葉

が

目

に
入

っ
て

、

自

分

を
律

し

て

く

れ
た

と

い
う

。

因

み

に

、

そ

こ

に
は

、

「私

の

一
番

楽

し

い
事

は

、

一
生

涯

を

貫

く

仕

事

を

持

つ
こ

と

。

世

の
中

で

一
番

偉

い
事

は

、

社

会

の
為

に
奉

仕

し

決

し

て

自

慢

し

な

い
こ

と
。

世

の
中

で

一
番

い
け

な

い
事

は

、

う

そ

を

つ
く

こ

と
」

と

書

か

れ

て

い
た

。

経

営

者

と

し

て

大

切
な

こ
と

は

、

「
公

私

に
わ

た

っ
て
身

を

正

す

こ

と
」

と

「
初

心
忘

る

べ

か

ら
ず

」

と

い
う

田

ロ
氏

は

、
私

生

活

に
お

い
て

も

自

ら

を

厳

し

く
律

し

て

い
た

。

世

の
中

の
習

い
と
し

て
、

地

位

が

上
が

れ

ば

上

が

る

は
ど

、
誘

惑

は
増

え

る

。

人

間

に

は

物

欲

、
金

銭

欲

、
名

誉

欲

な

ど

が
あ

る

が

、

経

営

者

と

い
う

も

の

は

、

そ

れ

を

抑

え

て

い
か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

い
か

な

る
意

味

に

お

い
て
も

、

後

ろ

指

を

さ

さ

れ

る

よ

う

な

行

動

を

す

れ

ば

、

そ

れ

は

自

分

だ

け

で

な

く

て
企

業

そ

の
も

の
、

そ

し

て

社

員

の
生

活

ま

で

を

危

う

く

す

る

恐

れ

が

あ

る

か

ら

だ

と
考

え

て

い
た

と

い
う

。

田

ロ
氏

は

、

会

長

に
な

っ
て
後

も

、

40
年

も

前

の
創

業

時

に

求

め
た

木

の
机

を

使

っ
て

い
た

。

苦

し

か

っ
た

昔

を
忘

れ

な

い

よ

う

に

と

の
自

戒

か

ら

で
あ

る

。

坊

主

頭

で

い
た

の
も

、

ひ

ょ

い
と

頭

に
手

を

や

っ
た
時

、

"
無

冠

"

の
ほ
ど

を

実

感

し

、
自

己

反
省

の
気

持
ち

が

わ

い
て
き

た

か
ら

だ

と

い
う

18
>。

冒

頭

で

企

業

不

祥
事

を

「
死

に

至

る
病

」

と
呼

ん

だ

が

、

東

洋

医

学

に

は

、

上

医

、

中

医

、

下

医

と

い
う

考

え

方

が

あ

る

。

191

そ

れ

に
従

え
ば

、
単

に
不

正
を

見

つ
け

て

糺

す

ト

ッ
プ

や

監

査
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役
は

、

下

医

に
過

ぎ

な

い
。

不

正

の
起

こ

る

原

因

を

把

握

し

て
未

然

に
防

止

す

る

の
が

中

医

で

あ

る

。

不

祥

事

が

起

こ

ら

な

い
よ

う

な

国

や

社
会

を

築

く

の
が

、

上

医

と

い
う

こ

と

に

な

る

。

不

祥

事

が
起

こ

っ
て

か

ら

も

責

任

逃

れ

に
終

始

す

る

よ

う

な

ト

ッ
プ

や

監

査

役

は

、

や

ぶ

医
者

に
も

劣

る

と
言

う

ほ

か

は

な

い
。

上

医

と
言

わ

な

い
ま

で
も

、
少

な

く

と
も

中

医

と
呼

べ

る

ト

ッ
プ

や
監

査

役

を

得

て
、

こ
れ

か
ら

の
企

業

は

初

め

て

「
一
流

企

業

」

と
呼

ば

れ

る

べ
き

で
あ

る

。

(注
)

-
)

水

野

隆

徳

『
ニ

ュ
ー

ヨ

ー

ク
発

大

和

銀

行

事

件
』

ダ

イ

ヤ

モ

ン
ド
社

、

1

9

9

6
年

、

2

2

4
頁

。

2
)

武

田
康

『野

村

商

法

物

語

』

〈中

公

新

書

〉

中

央

公

論

社

、

1

9

9
5
年

、

14
～

15

頁

。

3
)

同

右

、

2

0

3
頁

。

4
)

冒

本
大

百
科
全
書
』

小
学
館

。

5
)

2

)

と

同

じ

、

1

5

2

～

1

5

3
頁

。

6
)

岬

龍

一
郎

『
公

務

員

の
哲

学

』

K

K
ベ

ス

ト

セ

ラ

ー

ズ

、

1

9

9

7
年

、

59
頁

。

7

)

岬

龍

一
郎

『
新

渡

戸

稲

造

美

し

き

日
本

人

』

K

K

ベ

ス

ト

セ

ラ

ー
ズ

、

1

9

9

5
年

、

7
～

8
頁

。

8
)

新

渡

戸

稲

造

、

奈

良

本

辰

也

訳

・
解

説

『現

代

語

で
読

む

武

士
道

』

三
笠

書

房

、

1

9

8

3
年

、

64
～

68

頁

。

9

)
由

井

常

彦

『清

廉

の
経

営

』

日
本

経

済

新

聞

社

、

1

9

9

3
年

、

68
～

69

頁

。

10

)

竹

中

靖

一

「
江

戸

時

代

商

家

の
経

営

理

念

」

竹

中

靖

一

.

宮

本

又

次

監

修

『経

営

理

念

の
系

譜

-

そ

の

国

際

比

較

」

東

洋

文

化
社

、

1

9

7

9
年

、

71
頁

。

H
)

石
井

良

助

『商

人
』
明

石

書

店

、
1

9

9

1
年

、
28

～

29
頁

。

12
)

野
由

信

夫

『
日
本

近

代

経

営

史

』

産

業

能

率

大

学

出

版

部

、

1

9

8

8
年

、

33
～

34

頁

。

13

)

伊

藤

肇

『人

間

学

」

P

H

P

研
究

所

、

1

9

8

6
年

、

79

～

80

頁

。

14
)

P

H

P

研
究

所

編

『
土

光

敏

夫

信

念

の
言

葉

』

P

H

P
研

究
所

、

1

9

8

9
年

、

51

～

52
頁
。

15
)

吻
、ミ
、隔ミ

ミ

》
富

ミ
ミ

、
&
.、書

q
ミ
、ミ

硫
、ミ
塁

も

8

●
¢
・
Q。
・

O
o
起

二
日
。
三

。
暁
∩
。
ヨ
ヨ
9
8

"
≦

餌
・・三
轟

8
p

O
・
0

16
)

伊

藤

洋

一

「
ベ

ア

リ

ン
グ

ズ

事

件

の
教

訓

」

ニ

ッ
ク

・
リ

ー

ソ

ン

『私

が
ベ

ア
リ

ン
グ

ズ

銀

行

を

つ
ぶ

し

た

』

(戸

田
裕

之

訳

)

新

潮

社

、

1

9

9

7
年

、

2

8

4
貢

。

17

)

村

山

孚

編

『渋

沢

栄

一
翁

、

経

済

人

を

叱

る
』

日
本

文
芸

社

、

1

9
9

2
年

、

3

7

6
頁

。

18
)

田

ロ
利

八

「
私

利

は

捨

て

よ

、

欲

は

捨

て

る

な

」

日

経

ビ

ジ

ネ

ス
編

『有

訓

無

訓

』

日
本

経

済

新

聞

社

、

1

9

8

8
年

、

18

～

19

頁

120


